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資料５－１








ここが


特色！　














大学生と地域がタッグを組んで子どもたちをサポート





テーマ：「ホッと・ＨＯＴ」な子どもの居場所づくり





実践プラン１





＜エピソード＞


Ａさんは「元気広場」（放課後子ども教室）のリーダーです。最近の悩みは元気広場の活動に関わる新しいメンバーの育成。「メンバーも固定化してきたし、もっといろいろな人に子どもたちに関わってもらえたらな…」楽しみにしている子どもの顔をみているとそう思います。


　ある日、知り合いのＢさんが、いい話を持ってきました。


「となりの市で大学生のサークルが、学童保育のボランティアをしてくれて、とっても助かっているという話を聞いたことがありますよ。一度聞いてみたらどうでしょう。」


Ａさんは早速その市に連絡をすることにしました。

















○概要


　　子どもと関わることに関心のある大学生（サークル・ゼミ等）を「おおさか元気広場」の企画・運営にまきこんでいく実践。この取組みをとおして、より多様な子どもが集まるための居場所づくりをめざす。


参 加 者：大学生　


実施場所：「元気広場」、公民館等社会教育施設





　始めようという意識の


醸成を図る





情報提供をする





学ぶ機会をつくる





の役割


社会教育行政





気づきを促す





◆いっしょに遊ぼう！


　　子どもと関わることに興味のある大学生たちに「元気広場」での活動を呼びかけ、一緒に遊びます。





◆子どものことを深く知るワークショップ


　　大学生を対象に子どもの可能性や課題について考えるワークショップを行います。ワークショップの最後に事例を紹介します。





   紹介事例


  ・学習に課題のある子どもについて


・発達障がいのある子どもについて


・ひきこもりや不登校の子どもについて


　　・外国にルーツのある子どもについて





◆こんな取組みも知ってほしい


課題のある子どもたちの参加に配慮しながら地域での活動を行っている「元気広場」や公民館の活動を紹介します。





　


　　　　





◆来なかった子どもが来る企画！


　　学生たちが、これまで学んできたことをいかし「来なかった子どもが来る」元気広場での取組みを企画・実施します。


　　





取組内容





ここがたいせつ　





ここがたいせつ　





ここがたいせつ　





活動終了後は意見交換会を行い、参加した大学生の感想、気づき、疑問、問題意識などを共有しておきましょう。





実施の前には、安全面やプライバシーにも配慮した良い企画となるよう、多くの団体や関係者に連携を求め検討しましょう。





紹介だけではなく、できれば実際に訪問して、現場の声にふれて感じてもらいましょう。





●社会教育主管課


　大学の学生課などに大学生の参加を


依頼


●大学


　サークルやゼミにつなげる。





●「元気広場」の運営者・公民館等


課題のある子どもへの取組みを報告





●「元気広場」などの運営者（公民館など）


　他の「元気広場」に連絡


●サークルやゼミの先生や学生


　ワークショップへの参加。新しいメンバーへの呼びかけ


●大学の先生


　ワークショップのファシリテーター





●元気広場の運営者


　関係団体に対して協力依頼


●福祉施設・NPO・障がい者団体・学校等


　企画・運営に協力


●サークルやゼミの先生や学生


　新しい活動の企画・運営に参画





●大学生


　「やっとあの子が来た」


　「あと少しであの子くるかな」


　「うまく行かなかった原因は？」





●大学生


「大学では子どもに接する機会がないし、


いい機会だなあ」


「この子にはどういう風に関わったらいいのかな」


「参加する子どもが少ないなあ」





●大学生


「子どものさまざまな課題に向かい合っている大人が地域にはいるんだな」


「自分たちもやってみたい」





●大学生


「なるほど、いろいろな課題のある子どもがいるんだな」


「来なかった子、来られない子の存在に気がついた」


「子どもの課題にどういう風にして対応すればいいんだろう」　





ワークショップの講師として、課題のある子どもとの活動を行っている人を依頼しておく。





つぎへの工夫！





連携先及び内容





意見交換会での声をまとめ、メールで送信。学ぶ機会へのモチベーションを高める。





ビデオレターや手紙などで子どもからの声を大学生に届ける。





つぎへの工夫！





つぎへの工夫！





参加者の声








